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令和７（２０２５）年９月の調査結果



「物価上昇に伴い経費コストの上昇は織り込み事項として見込まれる。売上高見込みについては世界

状況や政局の安定化が鍵となりそうである」（地質調査）「熊本県のいぐさ農家が水害にあい、甚大な

被害を受けた。そのため、これから増える畳工事の際に、熊本県産の畳表をおすすめしようと思う」

（畳工事請負・畳製造販売） 

「中小企業にとって急激な物価や最低賃金の上昇は、それを吸収する生産性の向上や価格転嫁が追い

付かない。大企業のように内部保留があり、値上げの決定権があれば、急激な上昇にも対応出来るが、

設備投資を含め生産性向上のための原資が少なく、先行投資が出来たとしてもその効果が現れるまで

に時間がかかり、価格転嫁も難しく、人材確保もままならない中小企業にとっては死活問題である」

（自動車・同附属品製造）「物価および人件費高騰を理由に値上げ要求がどんどん増えている。自社の

利益確保、給与アップをするために速やかな価格転嫁を行いたい」（その他の化学）「最低賃金の引き

上げが予定されているが、今秋では是正のための賃上げの必要は無し。ただし、来春には来秋の最低

賃金改定分を織り込んだ例年以上の賃上げが必要となりそう」（酒類製造） 
 「８月は客数が低下していたが、９月に入り客足が復調傾向。原価高騰による値上げで一点単価の上

昇は続いてるが、生鮮食品を中心にバラ売りや少量パックを増やして客数と点数回復を急いでいる。

一方、利益は厳しく経費削減を進めている。効率化をはかり各種経費を圧縮して価格競争に耐えられ

る体力をつける。」（大型小売）「丸井の閉店、ヨーカ堂の閉店、行政センターの移設に伴い、駅前東口

の人の流れが変わり客足に影響が出た」（花・植木小売） 

 

９月の全産業合計の業況ＤＩ値（前年同月比ベース、

以下同じ）は、１４．４（前月水準▲２３．４）となり

マイナス幅が９．０ポイント縮小した。 

各業界、物価と人件費の上昇を転嫁するのに一苦労。

製造業では、物価上昇に伴う価格転嫁が追い付かず、最

低賃金の上昇の対応に追われと経営課題の板挟み状態。

卸・小売業では、猛暑日が減り、客足は回復しつつある

が、重なる大型商業施設の閉店に東口の人流に変化が見

られ客数に影響有りとの声。 

「建材及び住宅機器及び建築費の値上がりは厳しい。一般のお客様の動きとしては、相続関係の相談

が増えている。猛暑の影響で動きは鈍い。全体としてはインフレ気味で、様子見のお客様が多い」（不

動産管理）「今後、原材料の高騰の影響による収益悪化が予想され、価格転嫁せざるを得ない状況」（日

本料理）「景況に目立った変化はありませんが、海外旅行が徐々に回復してきているが国内旅行は減少

傾向。近場の旅行はネットに押されている」（旅行） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  

各業界、物価上昇に伴う価格転嫁に苦戦。10 月以降の最低賃金上昇で収益の悪化が予想される。  

回答期間：令和7年9月19日～令和7年10月3日  調査対象：柏市内173業所及び組合にヒアリング、回答数69 

柏の景気情報（令和７年９月の調査結果のポイント） 

 

 
 

全産業合計では、「柏の景気」が▲１４．４に対し、「ＣＣＩ－ＬＯＢＯ」が▲１８．６で、柏のほうがマイナス幅が

４．２ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種は、卸小売業、サービス業である。「柏の景気」の方が悪い業種は、

建設業、製造業である。 

前月と比べたＤＩ値の動き    改善    横ばい   悪化 

★調査結果のまとめ 

★全国の商工会議所早期景気観測調査（CCI－LOBO）との比較 

★業種別の動向 



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

0.3
▲ 14.4 ▲ 35.7 ▲ 25.0 ▲ 10.0  5.2

▲ 18.6 ▲ 10.2 ▲ 23.9 ▲ 23.6 ▲ 12.3

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 17.3 ▲ 21.4 ▲ 43.7 ▲ 5.0 ▲ 5.2

▲ 6.6 ▲ 4.9 ▲ 12.9 ▲ 11.9 7.5

採算DI  全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 24.6 ▲ 28.5 ▲ 43.7 ▲ 25.0 ▲ 5.2

▲ 18.5 ▲ 15.4 ▲ 20.3 ▲ 24.8 ▲ 13.6

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 66.6 ▲ 64.2 ▲ 75.0 ▲ 75.0 ▲ 52.6

▲ 61.5 ▲ 66.2 ▲ 54.0 ▲ 70.8 ▲ 59.1

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 14.4  35.7  6.2  5.0  15.7

21.1 34.2 12.7 17.0 28.0

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 10.1 ▲ 21.4 ▲ 25.0  5.0 ▲ 5.2

▲ 13.5 ▲ 6.8 ▲ 18.7 ▲ 18.0 ▲ 10.6
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今月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

柏の景気

CCI―LOBO

景気天気図



  

 3 調査期間：2025年9月11日～18日 
 
調査対象：全国の326商工会議所が2,455企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（９月速報） 
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全国産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
４月 ▲18.5 ▲ 17.7 ▲ 23.0 ▲ 23.1 ▲ 23.5 ▲  23.5 

５月 ▲18.0 ▲ 13.8 ▲ 22.3 ▲ 23.7 ▲ 25.2 ▲  8.5 

６月 ▲16.8 ▲15.2 ▲ 18.6 ▲ 23.5 ▲ 22.4 ▲  8.5 

７月 ▲18.9 ▲12.3 ▲ 20.0 ▲ 18.7 ▲ 27.1 ▲  15.8 

8月 ▲18.8 ▲13.4 ▲ 19.7 ▲ 26.6 ▲ 27.0 ▲  11.6 

9月 ▲18.6 ▲10.2 ▲ 23.9 ▲ 24.8 ▲ 23.6 ▲  12.3 

見通し ▲17.3 ▲ 7.7 ▲ 18.9 ▲ 24.3 ▲ 22.6 ▲  14.4 
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〇

令和7年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10～12月 ( 9～11月 )

全産業 ▲ 17.1 ▲ 22.3 ▲ 20.7 ▲ 15.7 ▲ 23.4 ▲ 14.4 △ 7.2 ( ▲ 3.1 )

建  設 ▲ 14.2 ▲ 28.5 △ 5.8 ▲ 20.0 ▲ 26.6 ▲ 35.7 △ 28.5 ( △ 26.6 )

製  造 ▲ 15.7 ▲ 41.1 ▲ 29.4 ±0.0 ▲ 31.2 ▲ 25.0 △ 18.7 ( △ 6.2 )

卸・小売 ▲ 36.8 ▲ 33.3 ▲ 22.7 ▲ 33.3 ▲ 22.2 ▲ 10.0 ▲ 5.0 ( ▲ 27.7 )

サービ ス ±0.0 △ 11.1 ▲ 33.3 ▲ 9.0 ▲ 13.3 △ 5.2 ▲ 5.2 ( ▲ 13.3 )

令和７年（２０２５年）９月の動向
【業況について】

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

９月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以下同じ）は、▲１４．４（前月水準▲２３．

４）となり、マイナス幅が９．０ポイント縮小した。

先行き見通し

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、△７．２（前月水

準▲３．１）となり、マイナス幅が１０．３ポイント縮小した。
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建設業

製造業
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■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の業況について



○

令和7年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10～12月 ( 9～11月 )

全産業 ▲ 4.2 ▲ 11.9 ▲ 15.5 ▲ 14.2 ▲ 20.3 ▲ 17.3 △ 10.1 ( ▲ 1.5 )

建  設 ▲ 7.1 ▲ 28.5 ▲ 11.7 ▲ 13.3 ▲ 20.0 ▲ 21.4 △ 21.4 ( △ 6.6 )

製  造 ▲ 10.5 ▲ 41.1 ▲ 35.2 ▲ 6.6 ▲ 18.7 ▲ 43.7 △ 18.7 ( △ 12.5 )

卸・小売 ▲ 5.2 ±0.0 ▲ 9.0 ▲ 33.3 ▲ 27.7 ▲ 5.0 △ 10.0 ( ▲ 16.6 )

サービ ス △ 5.5 △ 16.6 ▲ 9.5 ▲ 4.5 ▲ 13.3 ▲ 5.2 ▲ 5.2 ( ▲ 6.6 )

先行き見通し

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「増加」の回答割合ー「減少」の回答割合

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、△１０．１（前月

          水準▲１．５）となり、マイナス幅が１１．６ポイント縮小した。

○

【売上について】

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１７．３（前月水準▲２０．

３）となり、マイナス幅３．０ポイント縮小した。
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ＤＩ値

月別

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

20%

42%

38%

26%

42%

32% 30%

35%

35%

6%

44%

50%

14%

50%

36%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の売上について



令和7年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10～12月 ( 9～11月 )

全産業 ▲ 22.8 ▲ 23.8 ▲ 25.9 ▲ 22.8 ▲ 18.7 ▲ 24.6 ±0.0 ( ▲ 4.6 )

建  設 ▲ 21.4 ▲ 28.5 ▲ 35.2 ▲ 26.6 ▲ 20.0 ▲ 28.5 ±0.0 ( △ 20.0 )

製  造 ▲ 21.0 ▲ 58.8 ▲ 35.2 ▲ 13.3 ▲ 31.2 ▲ 43.7 ±0.0 ( ±0.0 )

卸・小売 ▲ 42.1 ▲ 27.7 ▲ 18.1 ▲ 38.8 ▲ 16.6 ▲ 25.0 ±0.0 ( ▲ 22.2 )

サービ ス ▲ 5.5 △ 16.6 ▲ 19.0 ▲ 19.0 ▲ 6.6 ▲ 5.2 ±0.0 ( ▲ 13.3 )

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２４．６（前月水準▲１８．

７）となり、マイナス幅が５．９ポイント拡大した。

【採算について】

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、△０．０（前月水

準▲４．６）であり、マイナス幅が４．６ポイント縮小する見通しである。

○

2.0

先行き見通し

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

○
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±0.0
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ＤＩ値

月別

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移
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建 設

製 造

卸・小売

サービス
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29% 円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の採算について



○

令和7年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10～12月 ( 9～11月 )

全産業 ▲ 61.4 ▲ 62.6 ▲ 63.6 ▲ 60.0 ▲ 65.6 ▲ 66.6 ▲ 56.5 ( ▲ 48.4 )

建  設 ▲ 57.1 ▲ 42.8 ▲ 35.2 ▲ 40.0 ▲ 73.3 ▲ 64.2 ▲ 64.2 ( ▲ 53.3 )

製  造 ▲ 63.1 ▲ 70.5 ▲ 70.5 ▲ 66.6 ▲ 62.5 ▲ 75.0 ▲ 56.2 ( ▲ 37.5 )

卸・小売 ▲ 68.4 ▲ 72.2 ▲ 72.2 ▲ 72.2 ▲ 72.2 ▲ 75.0 ▲ 65.0 ( ▲ 61.1 )

サービ ス ▲ 55.5 ▲ 61.1 ▲ 71.4 ▲ 59.0 ▲ 53.3 ▲ 52.6 ▲ 42.1 ( ▲ 40.0 )

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲５６．５（前月

水準▲４８．４）となり、マイナス幅が８．１ポイント拡大する見通しである。

先行き見通し

【仕入単価について】
○ ９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲６６．６（前月水準▲６５．

６）となり、マイナス幅１．０ポイント縮小した。

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「下落」の回答割合ー「上昇」の回答割合

▲ 120.0
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▲ 60.0

▲ 40.0
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±0.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10～12月

ＤＩ値

月別

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移
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建 設

製 造

卸・小売

サービス
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21%

72%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の仕入単価について



○

令和7年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10～12月 ( 9～11月 )

全産業 △ 12.8 △ 19.4 △ 16.8 △ 14.2 △ 18.7 △ 14.4 △ 23.1 ( △ 23.4 )

建  設 △ 28.5 △ 50.0 △ 47.0 △ 46.6 △ 40.0 △ 35.7 △ 35.7 ( △ 40.0 )

製  造 ±0.0 ±0.0 △ 17.6 △ 6.6 △ 12.5 △ 6.2 △ 18.7 ( △ 18.7 )

卸・小売 ±0.0 △ 5.5 ▲ 4.5 ▲ 5.5 △ 5.5 △ 5.0 △ 15.0 ( △ 5.5 )

サービ ス △ 27.7 △ 27.7 △ 14.2 △ 13.6 △ 20.0 △ 15.7 △ 26.3 ( △ 33.3 )

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、△２３．１（前月

水準△２３．４）となり、プラス幅０．３ポイント縮小する見通しである。

【従業員について】
○ ９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△１４．４（前月水準△１８．

７）となり、プラス幅が４．３ポイント縮小した。

先行き見通し

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「過剰」の回答割合ー「不足」の回答割合

▲ 15.0

△ 5.0

△ 25.0

△ 45.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10～12月

ＤＩ値

月別

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

28%
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11% 15%

75%

10%
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56%

19%

50%

36%

14%
円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の従業員について



令和７年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10～12月 ( 9～11月 )

全産業 ▲ 12.8 ▲ 13.4 ▲ 15.5 ▲ 10.0 ▲ 7.8 ▲ 10.1 ▲ 2.8 ( △ 1.5 )

建  設 ▲ 21.4 ▲ 14.2 ▲ 5.8 ▲ 13.3 ▲ 6.6 ▲ 21.4 ±0.0 ( △ 20.0 )

製  造 ▲ 26.3 ▲ 41.1 ▲ 35.2 ▲ 20.0 ▲ 18.7 ▲ 25.0 ▲ 6.2 ( △ 6.2 )

卸・小売 △ 5.2 ▲ 16.6 ▲ 16.6 ▲ 16.6 ±0.0 △ 5.0 ▲ 5.0 ( ▲ 11.1 )

サービ ス ▲ 11.1 △ 16.6 ▲ 9.5 △ 4.5 ▲ 6.6 ▲ 5.2 ±0.0 ( ▲ 6.6 )

先行き見通し

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

【資金繰りについて】

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１０．１（前月水準▲７．８）

となり、マイナス幅が２．３ポイント拡大した。

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２．８（前月水

準△１．５）となり、マイナス幅が４．３ポイント縮小する見通しである。

○

○

▲ 50.0

▲ 30.0

▲ 10.0

△ 10.0

△ 30.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10～12月

ＤＩ値

月別

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移
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サービス
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15%

75%
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75%

25%

0%

79%

21%
円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の資金繰りについて



【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

【資金繰りＤＩ】

【従業員ＤＩ】

【売上ＤＩ】

全国（ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ）との比較
【CCI－LOBOとは】

日本商工会議所が各地商工会議所のネットワークを活用し、地域や中小企業が「肌で感じる足元の 景況感」や「直面する経営課題」を

全国ベースで毎月調査し、その結果を集計・公表するものです

【業況ＤＩ】

柏▲ 14.4

全国▲ 18.6

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0

全産業

建設
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ｻｰﾋﾞｽ

好転悪化

柏 全国

柏▲ 17.3
全国▲ 6.6
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柏 全国
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業種別

【業種別】業界内トピックス



【業種別】業界内トピックス



質問Ａ

1 2 3 1 2 3
増加 不変 減少 増加 不変 減少

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
下落 不変 上昇 下落 不変 上昇

1 2 3 1 2 3
不足 適正 過剰 不足 適正 過剰

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ

       ＜業種別回収状況＞

44
36.8%
36.4%

回答数
39.9%
回収率調査産業 調査対象数

173
38

69全 産 業

46

建   設 14
16
20

製   造
卸  ・  小売
サ ー ビ  ス

※ＤＩ値と景気の概況

質問事項
回  答  欄

前年同月と比較した

今月の水準

今月の水準と比較した向こ

う3ヶ月の先行き見通し

45 19 42.2%

※ＤＩ値（景況判断指数）について

43.5%

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

ｅ.業況

0＞DI≧▲25

ａ.売上高（出荷高）

ｂ.採算

（経常利益ベース）

ｃ.仕入単価

ｄ.従業員

調査方法と調査票
下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で

「業界内のトピック」の記述回答。

▲25＞DI

DI値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。

ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割合が多いこと

を示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示

す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・

弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ ＝ （増加・好転などの回答割合） － （減少・悪化などの回答割合）

ｆ.資金繰り

業界内のトピック（記述式）

調査要領
回 答 期 間

柏市内１７３事業所及び組合にヒアリング

令和7年９月１９日 ～ 令和７年１０月３日

調 査 対 象 

まあまあ 不振 極めて不振特に好調 好調


